芥川龍之介考 ―東洋的アイデンティティの問題を中心に― by 謝 銀萍
	   1	  





A Study of Akutagawa Ryūnosuke: 






International Christian University 




December 12, 2019 
	  
	  
謝 銀 萍	  
XIE, Yinping	  
	 





























































留学は 1896 年から 1937 年まで 42 年間続いた。彼らには中国の近代化建設の使命が期待
され、帰国後、日本の近代文学を大量に翻訳し、中国の新文学の建設及び国民の精神的な
解放を望んでいた。その代表的な一例は芥川文学を翻訳紹介することである。1921 年か































も詳しく論じるものとしては、丁丁「芥川龍之介的中国堕落観」（『新時代』3 巻 5-6 号、
1933.1）が挙げられる。先行研究で指摘したように、丁の論述は、「公正で客観的に芥川
龍之介を評価した」ものとして認識すべきである。	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を通して故郷に思いを馳せる芥川の言説には、西洋化によって伝統的な相貌を失いつつあ
る両都市の儚さを自覚し、過ぎ去った伝統文化を懐かしむ彼の想いが示唆されている。そ
して、明清文化を象徴する明孝陵を目の前にした芥川は現実の齟齬を乗り越え、積極的な
態度でこの現実と向き合うこととした。	 
芥川は南京の現実にショックを受けたものの、同時に古典文学の場としての同都市の役
割を実際に体験することもできたのである。芥川にとって、南京はただの異郷ではなく、
故郷に近い存在であり、彼の文学の誕生を可能にする場として認識されていると考えられ
る。	 
南京への描写を分析することで「下品な西洋」とされる上海とは全く異なる意味づけが
可能であり、芥川は南京旅行により詩文を通して思い描いてきた中国をある程度まで再確
認できた。	 
	 
結論	 
	 本論文を通し、西洋化の波に侵食されつつある伝統的な文化精神を護ろうとする芥川の
姿勢が確認できた。西洋文学の恩恵を受けて文学の道を歩み始めた芥川は、始終自分の内
面に根ざしている東洋的な文化アイデンティティを意識していたことを確認した。たしか
に、この姿勢はまず提灯をはじめとする伝統的な品への愛着として表れているが、ついに
はその文学的営為を通じて創作上における東洋文化と西洋文化の融合の試みにまで発展
したものである。換言すれば、芥川は中国古典や日本古典に精通し、東洋文化の真髄を踏
まえつつ、西洋文学で用いられている文学上の技術を生かして創作に励んだのである。	 
	 そして、本論文の鍵観念である東洋的アイデンティティという観点からこのような芥川
文学を捉えるとき、芥川の創作の根底には中国また日本の属する東洋的な文化素地とその
伝統への深い関心があることが明らかになった。社会全体が急速に近代化していく最中で、
東洋的アイデンティティが自己の創作における原点であることを見失わず、他の文化をそ
の創作に取り入れ、この東西の出会いの接点に調和点を探し当てる試みは、芥川にとって
単に文学上の問題ではなく、日本の近代化における理想のあり方であったと考えられる。	 
	 しかし、この一方で近代化に対して芥川には不徹底性があることを見逃すわけにはいか
ない。彼は永井荷風のように明治以前の寂しい旧文明に対する挽歌を赤裸々に唱えること
はない。また、タゴールのように大胆かつ積極的に日本文化の独自の特徴や東洋の精神文
化の重要性を訴えることもできなかった。芥川は日本の近代化に対して異国の中国を舞台
にした小説という虚構性の内部においてしか語らなかったのである。文学空間においては、
芥川は小説家としての自己に徹し、理知的に一文字一文字を綴った。このようにして生み
出されたその文学作品の内奥に、読者は芥川の日本の近代化に対する不満や衰退していく
東洋的な伝統への偲びをわずかに読み取れることができるだけである。	 
	 近代と伝統に対する芥川の姿勢は、グローバル化社会が進む現代社会において個人が文
化的アイデンティティをいかに認識し、構築するかという点において有効な示唆を与える
だろう。	 
	 
